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第９２号        ２０２３年  １月  １日 

《 理   念 》 

神山復生病院は キリストの愛に基づいて 病める人も健やかな人も 神によって創られた人間として 

喜びも苦しみも共にしながら 一人ひとりの命を大切にし 希望をもって医療と福祉に献身します 

謹 賀 新 年 

  
昨年はロシアによるウクライナ侵攻や安倍元首相の銃撃という衝撃的な事件のほか、各地

で起きた台風の被害、物価の上昇や急激な円安の進行など気になるニュースが多い年であっ

た。その中でも最大の関心事はやはり新型コロナウイルス感染症の流行状況であった。 
 第７波は当院にも押し寄せ、一時は通常の業務を維持するのが困難な状況に陥ったことも

あったが、なんとか乗り越えることができ安堵している。スタッフ一同の尽力に心から感謝

したい。流行は再び始まり第８波として押し寄せてきている。海外からの訪日客増加や全国

旅行支援などウィズコロナの生活は始まっているが油断できない日々はまだまだ続く。 
 令和五年卯年。ウサギといえば『古事記』にある「因幡の白兎」の神話をご存知の方も多

いと思う。騙したワニから毛をむしられた白兎に大国主命（オオクニヌシノミコト）が「河

口に行って真水で体を洗い、蒲黄（ガマノハナ）を敷き詰め、その上に寝転がりなさい」と

伝え、元通りに良くなったという話である。これが日本で最古の医療・薬の記録と言われて

いる。ウサギと聞けば長い耳と赤い眼をした白ウサギを思い浮かべる人が多いと思う。だが

そのようなウサギは明治時代に輸入され広まったことを知る人は少ない。では古代のウサギ

はどんなだったか？想像してみるのも一興である。 
 一年の始まり。今年がどんな年になるか楽しみである。嬉しいニュースが多くあって欲し

いと思う。災害や悲しい出来事も起こるであろう。当院にも色々な課題が出てくるかもしれ

ないが、その時はウサギのようにピョンピョンと跳び越えて行きたいものである。最後に、

神山復生病院を支えてくださっている皆さん一人ひとりのご多幸と良い出会いがある一年に

なって欲しいと願わずにはいられない。大国主命は縁結びの神なのだから。 
                               病院長 江藤秀顕 

 



 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

訪問診療伺います 
外来 草野三千代 

クリスマスって 
いったい何をお祝いするの？ 

皆さんはクリスマスの日をご存じですね。私は、幼いころ１２月２５日はサンタクロースがプレゼントを

持って来る日、朝目覚めたら枕元にプレゼントが置いてある・・・。早くクリスマスが来ないかなと思って

いました。サンタクロースのいわれは、エーゲ―海に面したミュラーという町の司教であったニコラウス

が、ある寒い夜に貧しい３人の姉妹の家に必要な金額のお金を夜にそっと投げ入れたという逸話からクリス

マスにプレゼントを贈るサンタクロースが生まれたとされています。本当のお祝いは、この世に平和の主で

あるイエス・キリストがお生まれになった日のことです。イエス・キリストはベツレヘムの貧しい馬小屋で

生まれました。その誕生を一番初めに知らされたのは貧しい羊飼いたちでした。牛や羊、馬たちに囲まれて

この世にお生まれになられました。 

カトリック病院である神山復生病院では聖堂や病棟に馬小屋を作り、１２月２５日の「イエス・キリストの

誕生日」を待ちます。平和の主であるイエス・キリストに感謝をしながら、人と人の戦いや憎しみのない平

和、差別のない世界が来ますように祈りたいですね。 

ちなみにクリスマスは英語で Christｍas//Christ＝キリスト mas＝ミサの事です。コロナ感染が収束し、 

皆様とご一緒にキリストの誕生をお祝いしたいですね。 

 

当院の外来では、病気の状態やご家族の状況によって病院受診が

できない場合に、患者さんのご自宅へ医師と看護師が伺い、患者さ

んを診察させていただく、「訪問診療」を行っています。医師の診

察、内服薬の確認、状態観察を行うことで、患者さんと家族の日常

生活を支援しています。医師の指示のもと、自宅でも採血や点滴、

傷の処置等も行っています。患者さんとご家族が安心してご自宅で

生活できるよう、外来スタッフ一同でお手伝いをさせていただいて

おります。 
何かお困りの方や、訪問診療についてもっと詳しくお知りになり

たい方は、遠慮なく当院外来までご連絡ください。笑顔いっぱいの

看護師が対応させていただきます。 
 
 

事務局長 徳永美智子 

ホスピス病棟ラウンジ 

 
事務棟 2階 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マリアの家                                 マリアの家 大石美幸 
 

マリアの家では、クリスマスを食で彩ります。クリスマスはいつもと違う食事を利用者の皆様と楽しみたい

と、12 月 21 日(水)クリスマス食事会が行われ、今年は人気回転ずし屋さんの旬の海鮮丼、海老と季節の天丼

をいただきました。 

メニューを見て、どちらにしようかワクワクしながら迷われたり、旬の新鮮な海鮮丼と大きな海老が三本も乗

ったボリューム満点の天丼をとても美味しそうに召し上がっていらっしゃいました。お寿司や天丼が大好きな

方が多く、皆さん大変喜んで下さいました。 
 

クリスマス会 
ホスピス病棟                          ホスピス病棟 井林未記 
 
個室内でのミニクリスマス会も今年で 3 度目となりました。クリスマスソングを BGM におめかししたスタ

ッフが各お部屋を訪問し、Dr 中原サンタからプレゼントが手渡されます。今年はツリーが飛び出す手作りカ

ード☆☆キラキラに装飾されたカードを手に患者さんもサンタさんに変身!!です。皆さんお似合いで笑顔あ

ふれる記念撮影となりました。その後はエームサービスさんの手作りスイーツでティータイムです。おいし

い、おいしいと大好評でした。いつもありがとうございます。 

ささやかながら今年もイベントが行えたことを感謝しつつ、2023年がより良い年になるよう願っています。              

 
 

介護医療院                  
 
今年は天井や廊下、クリスマスツリーにイルミネーションを配し、入所者の皆さ

んと鑑賞し記念撮影を行いました。鮮やかな電飾に「きれいだね」「すごいね」と

いった声が聞けてとてもうれしかったです。その後クリスマスの歌の合唱とエーム

サービスさんの手作りのクリスマスデザートをいただきました。「おいしい」「もっ

と食べたい」と皆さん喜んでいました。ご協力いただいたスタッフの皆さまありが

とうございました。 
 

 

介護医療院 清 晶裕 



 
 

 
 
 
 
 

 
                                             
 
 
 
 
 
 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

 
 
午 前 

 

 

内科(中原) 

 

 

内科(北村) 

 

内科(若杉) 

 

皮膚科 

 

 

内科(江藤) 

 

 

内科(江藤) 

 
内科 

(第 1.3.4中尾) 

(第 2.5 岡部) 
 

皮膚科 
 

 

 

 

休 診 

午 後 休 診 休 診 
緩和ケア外来 

(江藤・中原) 
休 診 休 診 休 診 

太田有史 医師 １月  ７日（土） 

村松海人 医師 １月 １４日（土） 

太田真由美医師 １月 ２１日（土） 

福地 修 医師 １月 ２８日（土） 

坂田早苗 医師 １月  ４日（水）・ １８日（水） 

石地尚興 医師 １月 １１日（水）・ ２５日（水） 

外 来 担 当 表 

皮膚科外来予定表 

  
  

緩和ケア外来は予約制 

 

２月以降の診察は HPにてお知らせいたします。 

もしくは、お電話にてお問い合わせ下さい。 

      
    明けましておめでとうございます。お正月にはおせちやお雑煮をいただき新年を祝いますが、御殿場

では、三が日にとろろ飯を食べる風習があります。行っているご家庭も少なくなっていますが、風邪

や病気にならないと言われています。このように地域によって様々な風習がありますが、私の実家

(御殿場市内)のあたりでは、子供たちが 1 月 15 日の早朝、「なりもっそ、なりもっそ…」と歌いな

がら柿や栗などの実のなる木を山椒の木で叩き、小豆粥を塗り歩く「なりもっそ」という行事があり

ます。何それと思われる方もいると思いますが、秋に多くの実をつけるようにとのおまじないのよう

なものです。まだ薄暗い寒い冬の朝に着ぶくれした格好で、ご近所を回ったのを今でも覚えていま

す。今年も無病息災で皆様過ごせるようお祈りいたします。 
次号もお楽しみに！！ も 

 「夜ふかしするほど面白い 月の話」 寺薗淳也 著 

 昨年は民間で初めて月面探査船が打ち上げられました。月への着陸は 4 月末

を予定しているそうです。2023 年は月の話題も多くなる予感がしますが、知っ

ているようで知らない月についての本です。 
もし月が無かったら、月食はなぜ起こるとか、日本では月の模様といえば

「うさぎ」ですが、世界ではカニやワニと言われているところもあったり。 
読みやすく簡潔に書かれているので、小学生でも読めると思います。お子さん

と読んで月の話をするのもいいのではないでしょうか。月初心者の方、興味の

ある方是非読んでみてください。        （紹介者 記念館 森下裕子） 

コロナウイルスワクチンの接種の予約承っております。 

今回のおすすめ 

PHP 文庫 
680 円（税別） 

皮膚科外来は、毎週水曜日と土曜日の午前に行っています。 

編集 
後記 
 


